
■ＤＶとは？
　ＤＶ（ドメスティックバイオレン
ス）とは、夫婦や恋人同士などの

“親密な関係にあるパートナーからの暴力”のことです。
ここでいう「暴力」には、「身体的暴力」、「精神的暴力」、

「性的暴力」、「経済的暴力」などがあります。見逃して
はいけないことは、“ＤＶの加害者は「暴力」という手段
や方法を意図的に選択している”という点です。相手
に何かを伝えようとするとき、たとえ夫婦や交際相手
だからといって、暴力が正当化されて良いわけではあ
りません。暴力は、どんな状況においても「犯罪」です。
■女性が被害に遭いやすい？
　「ＤＶ防止法（配偶者暴力防止法）」では被害者を女性
に限定していませんが、配偶者からの暴力の被害者は、
多くの場合が女性です。内閣府の調査（2014年）によ
ると、現在の日本では女性の４人に１人が暴力を受け
た経験があり、10人に１人は執拗な暴力を受けたこと
がある、とされています。
■ＤＶ防止への取り組み
　「ＤＶ防止法」はこれまでに３度改正が行われてお
り、３度目の改正では配偶者だけではなく、生活の本
拠を共にする交際相手からの暴力およ
び被害者についても法の適用とされる
など、ＤＶに関する制度は着実に整備
されつつあります。

　

【問い合わせ】村民相談室（☎287-0863）
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「東海村のタガメ」

動物部門　井上	尚武

　「タガメ（カメムシ目コオイムシ科）」は全国的
に農薬の普及などで個体数が激減した、肉食性
の水生昆虫です。ところが近年、県内の数か所
で発見されるようになりました。しかし、まだ
どの地域でも見られるわけではありません。「茨
城県版レッドデータブック2016年改訂版」にお
いても準絶滅危惧種に指定されています。そん
なタガメが、東海村でもついに発見されました。

　左写真の個体は、
2015年 ７ 月12日 の
夜間、須和間にて、
明るい照明に飛来し
ていた個体です。見
つけたときは一瞬わ

が目を疑い、「誰かがペットショップで購入した
ものが飼育中に逃げ出したのではないか」と思い
ました。しかし、ひたちなか市や日立市で似た
ような採集や目撃例があったこと、また茨城町
の有機農法の水田でイネの葉についた本種の卵
が見つかったことなどから推定して、このタガ
メは、村内に生息していた個体ではないかと思
います。村内には昔ながらのため池もあるため、
どこかで少数の個体が生き残っていたと考えら
れます。
■問い合わせ　生涯学習課文化財･芸術文化担当
（☎282-1711 内線1423）

東海村自然調査員 presents

　自然調査最前線！！

タガメ

　ＤＶ、ストーカー被害、日々の生活の中での、
心配事や悩み事などは、１人で悩まずに、周りの
人や相談機関にご相談ください。

女性生活相談（村民相談室内）へご相談ください！
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